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あらまし：特別支援学校での教育実践において学習状況のモニタリングを行う際，児童生徒，教育支援学

生，学習教材ソフトの利用状況など様々な場面に焦点を合わせる必要がある．少ない手順で異なる場面，

状況を撮影・記録する方法として，全周囲を同時記録できるシステムを提案し，その有用性を検証する． 
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1. はじめに 
特別支援学校では，学習者である児童生徒の発達

や障害の状態に応じた学習目標を教員が定め，児童

生徒ごとに異なる学習内容，学習方法により教育が

行われている．我々は障害を持つ児童生徒のニーズ

に合わせた教材ソフトウェアや入力機器の開発から，

特別支援学校での授業支援まで総合的にサポートす

る技術的・教育的支援を行っている（1）．大学生によ

る教育実践においては，技術支援・教育支援を円滑

に行うため，学習者ごとに学習内容や理解度などを

報告書に記録している．また，教育支援や学習効果

の評価を目的として，教育実践の様子をビデオカメ

ラで撮影してきた．この学習風景の記録映像は報告

書では伝えられない学習活動の成果を刻銘に記録で

きる．従って，一人ひとりに応じた教育が求められ

る特別支援教育において，児童生徒の学習履歴，発

達や障害の状態を確認する有効な学習ポートフォリ

オとなり得る． 

しかしながら，特別支援教育に携わる教員が学習

記録を残すために学習過程を撮影する作業負担は大

きい．記録用映像の典型的な例として，部屋の隅や

離れた場所に三脚を立て，部屋全体を長時間にわた

り撮影するというパターンがあるが，この場合，広

い画角の映像から，必要なごく一部に注目すること

は解像度に限界があり難しい． 

本稿では，上記の諸問題を解決し特別支援学校に

おける児童生徒の教育実践記録映像を残す手段とし

て，全方位パノラマ映像の活用ついて提案し，その

可能性，有効性について考察する． 

 

2. 全方位パノラマ撮影システム 
Google が 2007 年に開始した世界中の道路沿いの

風景をパノラマ写真で提供するインターネットサー

ビス「Google ストリートビュー」が公開される

と，複数台のカメラを用いた同時撮影による全方位

パノラマ画像が注目を集めた．2015 年 3 月には，

Google 参加の Youtube が「360 度全方位動画」配信

を開始し，近年，パノラマ撮影に特化した色々な製

品が発表されてきている．我々はこの最新手法を教

育・研究分野で試験的に活用した． 

 

2.1 パノラマカメラ・システム部 
本研究で採用したパノラマカメラ・システムは 

図 1 の Elmo 社製「Qbic Panorama」である． 

 
図 1  Elmo QbicPanorama 

 

本システムは，組み合わせ台数が 4 台と少なく，

データ管理，後述のスティッチ処理の負荷が低い．

また，HD 解像度のカメラを 4 台組み合わせること

により 4K 解像度と同等の映像を記録できる，とい

う理由により採用した． 

2.2 記録メディア 
MicroSD カード 4 枚をカメラごとにセットする．

HD 高画質での長時間収録を実現するために，

Class10 以上の高速転送が可能で，容量は 32GB 以上

のものが望ましい． 

2.3 カメラ支持部 
カメラを支え，必要な高さに設置する装置として，

自立一脚型のマルチポッドを採用した．全方位を撮

影するため，3 脚よりも省スペースに設置でき，カ

メラ下方の視界を妨げない形状が望ましい．  
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2.4 電源 
パノラマ撮影に使用される超小型カメラに搭載さ

れるバッテリーの駆動時間は 1 時間程度である．尚

且つ Qbic の場合は内臓バッテリーで，撮影現場での

電池交換は出来ない．そのため，スマートフォン向

けのモバイルバッテリーを外部電源として組み込み，

数時間の記録撮影ができるようにした． 

図 2 システム全体図 

2.5 ソフトウェア Kolor AutoGiga / AutoPanoVideo 
映像は各々のカメラに HD 映像として収録され

るため，後処理として PC にてこれらの映像をマー

ジし，パノラマ化するという工程が必要になる．複

数からなる画像を仮想の球状や円筒状に一つの画像

として統合（スティッチ(stitch)）する（図 3）と，統

合後の画像は長方形に投影した形で保存される． 

図 3  AutoPanoVideo による編集画面 

3. 全方位パノラマ撮影システムを用いた学習

記録映像の撮影

3.1 学習記録映像の試験的撮影 
特別支援学校での教育実践は，児童生徒の横に指

導学生がついて技術的・教育的に支援する個別学習

形式を取る．この場合，一つの教室で複数の児童生

徒が別の内容を学習する．そこで，お互いに気が散

らないように机を離し，各々の児童にあったパソコ

ンやタブレット端末，入力機器を用いて学習を行う． 

そこで，一つの教室の中で，3 人の学習者が離れ

て学習をする場面設定として，試験的に図 4 の配置

でパノラマ撮影を試みた． 

図 4 撮影時の機器の配置 

3.2 全方位パノラマ映像の利点 
学習記録映像としての一番の利点は，撮影時に全

方位を撮影してしまうため，図 5 のように，撮影後

に任意の視点で注目する場面を選択して見られるこ

とである．カメラの画角に配慮する必要がないので，

たとえ，学習者が動いた場合でもカメラの設置位置

を変更する必要がなく，撮影者が不要である．また，

4 台分の映像を 1 つの動画データに統合してしまう

ので，アーカイブの際のデータ管理も容易である． 

図 5 任意の視点による学習記録の表示 

4. おわりに
本システムを用いることで，特別支援学校での教

育実践中の児童生徒や教育支援学生の様子，学習教

材ソフトの利用状況など様々な場面に焦点を合わせ

てモニタリングができる．今後の教育実践において

記録映像を撮影し，児童生徒の学習ポートフォリオ

としての活用など，有効性の検証を行う． 
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